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高
麗
時
代
に
お
け
る
通
度
寺
の
寺
領
支
配

は.

じ

め

朝
鮮
の
慶
尚
南
道
梁
山
郡
下
北
面
に
現
存
す
る
通
度
寺
は
、
新
羅

の
善
徳
王
代
末
期
(
六
四
三
J
六
年
頃
)
に
、
名
僧

・
慈
減
が
創
建

し
た
と
い
う
由
緒
深
い
大
利
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
高
麗
時
代
の
通

度
寺
は
、
周
囲
四
高
七
千
歩
ば
か
り
の
農
大
な
寺
領
を
も

っ
て
い
た

」
と
で
も
、
と
く
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
通
度
寺
所
蔵
の
貴
重

な
資
料
が
早
く
か
ら
紹
介
・
開
究
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ

っ
た。

通
度
寺
寺
領
に
つ
い
て
記
録
し
た
こ
の
資
料
は
、
稲
葉
岩
吉
氏
に

よ
っ
て、

「
珍
本
『
通
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略
録
』

一
巻
」
と
し
て

地平
界
に
紹
介
さ
れ
た
。
同
氏
は
と
く
に
寺
領
に
つ
い
て
記
し
た

一
節

〈
寺
之
四
方
山
川
御
補
〉

し
、
こ
れ
を
高
麗
時
代
の
重
要
な
「
寺
院
経
済
資
料
」
と
性
格
づ
け

を
誼
み
下
し
文

(
三
カ
所
省
略
)

で
一不

武

幸

男

田

①
 

て
研
究
し
た
。
そ
こ
で
は
寺
院
経
済
機
構
に
劃
す
る
庚
い
視
野
か
ら

通
度
寺
の
そ
れ
を
考
察
し
、
な
か
で
も
長
生
標
に
留
意
し
な
が
ら
そ

の
起
源

・
形
式
・
素
材

・
目
的
機
能
や
、
中
閣
の
長
生
庫
と
の
闘
係
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を
問
題
に
し
た
。
こ
の
後
も
こ
の
資
料
は
注
目
さ
れ
、
孫
音
泰
氏
が

②
 

長
生
標
の
紳
仙
思
想
起
源
説
を
と
な
え
、
秋
葉
隆
氏
が
そ
の
民
俗
的

@
 

起
源
読
を
と
な
え
た
際
も
、
品
ロ
田
然
こ
の
資
料
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
資
料
に
閲
す
る
研
究
は
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た

長
生
様
の
研
究
、
と
く
に
そ
の
起
源

・
機
能
に
つ
い
て
は
少
な
か
ら

ぬ
成
果
を
収
め
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
研
究
針
象
が
長
生
標

に
の
み
限
定
さ
れ
す
ぎ
た
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
資
料
、
が
も
っ
「
寺
院

経
済
資
料
」
と
し
て
の
側
面
は
忘
れ
ら
れ
た
感
が
な
い
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
近
年
に
至
り
、
雀
士
口
成
氏
は
従
来
の
研
究
成
果
を
参
照

し
な
、
が
ら
も
、
ま
っ
た
く
新
ら
し
い
立
場
か
ら
、
き
わ
め
て
注
目
す
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ベ
き
研
究
成
果
を
公
表
し
た
。
屋
氏
の
論
貼
は
き
わ
め
て
多
岐
に
亘

っ
て
い
る
が
、
試
み
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω資
料
の
性
格

雀
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
資
料
は
『
通
度
寺
舎
利
袈

裟
事
蹟
略
録
』
と
い
い
、
同
略
録
所
載
の

〈
寺
之
四
方
山
川
禅
補
〉

は
通
度
当寸
農
荘
の
経
営
危
機
に
際
し
て
土
地
の
綴
張
と
耕
作
者
(
直

干
〉
の
緊
縛
を
目
的
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て、

そ
の
記

録
年
次
は
二
ニ
二
八
(
高
麗

・
忠
粛
王
十
五
)
年
で
あ
り
、
記
録
内

容
も
ま
た
同
年
の
朕
態
を
示
し
て
い
る

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

ω農
荘
の
構
成
屋
氏
に
よ
れ
ば
、
通
度
寺
農
荘
は
四
方
に
置
か

れ
た
十
二
塔
の
長
生
標
に
よ

っ
て
圏
ま
れ
、
そ
の
領
域
は
周
回
四
寓

七
千
歩
許
で
あ
り
、
領
内
に
は
通
度
寺

・
七
属
院
・
十
二
村
落
や
沓

(
水
田
〉

-
田
(
早
田
)

茶
園
さ
ら
に
山
地
・
河
川
が
あ
り
、
そ

の
内
耕
地
(
沓
・
田
〉
は
遁
度
寺
直
属
地
と
耕
作
者
に
分
輿
さ
れ
た

位
沓
・
位
固
と
に
二
分
さ
れ
て
い
る
、
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

ω農
荘
の
階
級
構
成

屋
氏
に
よ
れ
ば
、
領
内
の
通
度
寺
・
属
院

の
倫
侶
が
支
配
H
搾
取
階
級
で
あ
り
、
寺
院
直
属
地
の
耕
作
者
で
あ

る
直
干
が
被
支
配
H
被
搾
取
階
級
で
あ

っ
て
、
僧
侶
と
直
干
と
の
間

に
基
本
的
な
階
級
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
干
階
級
は
合
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計
百
二
十
戸
あ
り
、
直
干
は
戸
ご
と
に
位
沓
・
位
田
を
分
輿
さ
れ
、

そ
の
他
長
生
標
周
溢
に
家
代
田
(
宅
地
)
を
も
分
興
さ
れ
、
領
内
に

は
十
二
塔
の
長
生
標
周
過
に
各
お
の
直
千
十
戸
、ず
つ
で
構
成
さ
れ
た

十
二
の
直
干
村
落
が
あ
る
、

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

川
刊
農
荘
直
干
の
性
格

峯
氏
に
よ
れ
ば
、
直
干
は
分
興
さ
れ
た
家

代
田

・
位
沓
・
位
田
を
基
礎
と
し
て
自
立
的
家
計
を
営
み
な
が
ら
、

同
時
に
通
度
寺
直
属
地
を
無
償
で
耕
作
す
る
ほ
か
、
茶
園
の
耕
作
・

茶
の
加
工
・
茶
器
(
茶
因

・
茶
泉
〉
の
製
造
を
行

っ
て
寺
院
に
貢
納

し
、
さ
ら
に
属
院
の
供
給
に
も
首
っ
た
。
こ
の
直
干
は
同
時
代
の
佃

戸
と
歴
史
的
性
格
を
同
じ
く
す
る
農
奴
で
あ
る
が
、
佃
戸
よ
り
レ

っ
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そ
う
隷
属
性
が
強
く
、
農
荘
直
干
に
謝
す
る
搾
取
形
態
は
「
州
労
働
地

代
」
段
階
に
お
け
る
封
建
的
搾
取
形
態
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
生

産
闘
係
に
立
脚
す
る
通
度
寺
農
荘
の
経
営
形
態
は
上
層
農
荘
所
有
者

農
荘
の
一
例
で
あ
る
、

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

経
氏
は
資
料
に
み
え
る
通
度
寺
寺
領
を
基
本
的
生
産
開
係
が
成
立

す
べ
き
場
と
し
て
の
「
農
荘
」
と
と
ら
え
、
卓
越
し
た
問
題
設
定
と

濁
特
な
分
析
方
法
と
を
も

っ
て
、
そ
こ
に
は
封
建
的
土
地
所
有
に
基

く
第
働
地
代
が
賓
現
し
、
封
建
祉
舎
の
基
本
法
則
が
貫
徹
し
て
い
た

こ
と
を
、
具
鐙
的
に
「
論
謹
」
し
え
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
論
誼
の

成
果
は
、
通
度
寺
寺
領
に
闘
す
る
従
来
の
諸
研
究
の
成
果
と
水
準
を
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大
き
く
引
き
上
げ
た
ば
か
り
で
な
く
、

ま
た
高
麗
社
曾
経
済
史
研
究

の
現
段
附
に
お
レ
て
は
、
最
も
基
本
的
な
課
題
に
つ
い
て
具
鵠
的
鐙

系
的
解
明
の
た
め
の
唯
一
の
試
論
と
し
て
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

し
か
し
ひ
る
が
え

っ
て
み
る
に
、
長
氏
の
論
誼
が
通
度
寺
寺
領
に

つ
い
て
記
し
た
こ
の
資
料
か
ら
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
も

の
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
そ
れ
は
個
々
の
事
賓
の
確
定
の
た
め
の
史

料
操
作
に
つ
レ
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
中
心
的
課
題
の
「
通
度
寺

の
農
荘
経
営
形
態
」
に
関
す
る
論
誼
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
い
い
う

る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、

〈
寺
之
四
方
山
川
稗
補
〉
の
記
録
目
的

・
記
鋒
年
次
・
記

事
内
容
が
示
す
年
次
、

長
生
標
数
と
そ
の
年
次
上
の
限
定
、
村
落
数

と
村
民
の
性
格
、
直
干
数
と
そ
の
年
次
上
の
限
定
な
ど
再
考
す
べ
き

馳
が
あ
り

資
料
に
郎
し
て
個
々
の
事
寅
確
定
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
資
料
の
性
格
を
も
っ
と
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
通
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略
録
』

と
い
う
書
名
す
ら
こ
れ
で
よ
い
か

疑
問
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
寺
領
を
農
荘
と
み
な
し

そ
こ
で
務
働
地
代
が
貫
現
し
て

い
た
と
み
な
し
て
よ
い
か
も
問
題
で
あ
る
。
そ
の
論
説
過
程
で
は
、

直
子
以
外
の
被
支
配
階
級
や
直
干
以
外
の
村
落
民
を
捨
象
し
、
直
干

に
分
興
し
た
土
地
以
外
の
土
地
は
す
べ
て
寺
院
直
属
地
と
解
さ
れ
、

直
干
は
庭
干
即
ち
直
接
耕
作
者
と
み
な
し
た
う
え
、
寺
院
直
属
地
の

直
接
耕
作
者
が
直
干
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
し
て
、
州
労
働
地
代
設
が
導
き

出
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
過
程
は
資
料
に
明
示
さ
れ
た
事
質
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
推
量
な
い
し
自
明
の
前
提

と
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
の
論
謹
過
程
に
疑
問

を
さ
し
は
さ
む
除
地
は
充
分
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
論
誼
が
成
立

し
う
る
前
提
に
は
、
こ

の
資
料
が
通
度
寺
農
荘
の
経
営
形
態
に
闘
す

る
全
面
的
鰐
系
的
分
析
に
耐
え
う
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
前
に
指
摘
し
た
資
料
の
性
格
を
採
る
必
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要
と
関
連
し
て
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貼
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
瓢
を
ふ
ま
え
、
従
来
の
研
究
成
果
を
も
参
照
し
な
が

ら
、
改
め
て
高
麗
時
代
の
通
度
寺
寺
領
に
つ
い
て
倹
討
し
た
い
。
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
は
寺
領
の
全
面
的
桟
系
的
分
析
に
充

分
耐
え
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
本
論
も
と
う

て
い
全
面
的
鐙
系
的
な
研
究
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
資
料
が
高
麗
時
代
に
お
け
る
通
度
寺
の
寺
領
支
配
に
闘
す

る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
思
う
。



『
通
度
寺
事
蹟
略
録
』
と
通
度
寺
の
長
生
標
設
置

従
来
の
解
樟
で
は
、
資
料
『
逼
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略
録
』
所
牧

〈
寺
之
四
方
山
川
禅
補
〉
に
記
録
さ
れ
た
通
度
寺
の
十
二
塔
の
長
生

標
は
、
高
麗
・
忠
粛
王
十
五
(
一
三
二
入
)
年
嘗
時
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
、
き
た
。
だ
が
正
確
に
い
え
ば
、
こ
れ
は

正
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
正
確
さ
が
許
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ

の
責
料
に
劃
す
る
批
判
が
や
や
閑
却
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
書
名
『
遁
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略
録
』
に
し
て
か
ら
が
は
な

は
だ
あ
や
し
い
。
稲
葉
氏
が
始
め
て
紹
介
し
て
以
来
、
す
べ
て
こ
の

⑤
 

書
名
に
従
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
本
書
の
各
節
、
即
ち

〈
通
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略
録
〉

〈
舎
利
霊
異
〉

十
一
葉
五
葉

〈
袈
裟
稀
奇
〉

七
業

〈
寺
之
四
方
山
川
祷
補
〉

〈
西
天
指
空
和
向
魚
舎
利
袈
裟
戒
壇
法
舎
記
〉

入
葉

十
八
業

〈政〉

七
葉

奥
付

一
ザ莱
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の
初
節
名
を
採
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
と
思
わ
れ
る
が

そ
う
と
す
れ
ば
そ

れ
は
稲
葉
氏
閲
覧
の
嘗
時
か
ら
表
紙
・
表
題
を
飲
い
て
い
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
通
度
寺
所
臓
と
博
え
ら
れ
る
原
本
の
調
査
が
不
可
能
な
の@
 

「
今
西
氏
紗
」
と
さ
れ
る
今
西
文
庫
所
講
本

で
確
言
で
き
な
い
が
、

も
表
紙
・
表
題
を
依
い
て
い
る
。
だ
が
そ
の
奥
付
に

「
通
度
寺
事
蹟

略
録
」
と
大
書
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
『
通
度
寺

①
 

事
蹟
略
録
』
を
書
名
と
し
て
お
き
た
い
。

本
書
が
現
在
の
形
を
と
る
に
至
っ
た
経
過
は
、

〈
西
天
指
空
和
向

震
舎
利
袈
裟
戒
壇
法
曾
記
〉
お
よ
び
〈
政
〉
に
よ
る
と
、
ハ
門
泰
定
王

(
一
三
二
八
)
年
二
月
晦
に
樟
瑚
が
掲
子
記
、

ω天
順
四
(
一
四
六
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O
)
年
九
月
に
惇
書
、
同
高
暦
入
(
一
五
八
O
)
年
九
月
に
移
書
、

制
高
庸
三
十
七
三
六

O
九
)
年
三
月
に
行
脚
皐
明
が
遁
度
寺
に
所

臓
す
る
こ
と
を
願
い
、
伺
崇
徳
七
三

六
四
三
)
年
九
月
に
前
剣
大

華
巌
宗
事
司
祭
奉
先
寺
住
浩
然
ら
に
よ
っ
て
重
書
開
刊
し
た
旨
、
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
原
型
は
既
に
泰
定
五
年
、
即
ち
高
麗
・
忠
粛

王
十
五
年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
を
「
今
年
」

と
忠
買
に

@
 

骨
局
し
て
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
よ
い
。
本
稿
で
問
題
と
な
る
〈
寺
之

四
方
山
川
禅
補
〉
も
ま
た
こ
の
年
に
本
書
の

一
節
と
し
て
成
立
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
成
立
年
次
が
そ
の
ま
ま
記
録
内
容
の
年
次
と
は
限
ら
な
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ぃ
。
そ
れ
は
〈
寺
之
四
方
山
川
禅
補
〉
本
文
を
一
一
泊
す
れ
ば
直
ち
に

理
解
で
き
よ
う
。

寺
之
四
方
山
川
稗
補

A 

又
寺
之
四
方
山
川
緯
補
也
者
、

基
地
四
方
周
回
高
七
千
歩
許
、

各
塔
長
生
標
、
合
十
二
、
東
有
黒
石
峯
、
置
石
積
長
生
標
一
、
南

有
沙
川
布
川
峯
、
塔
排
石
碑
長
生
標
一
、
北
有
多
乙
山
、
置
石
蹟

長
生
標
一
、
中
有
省
伺
川
・
机
川
、
各
緋
石
碑
長
生
標
二
、
右
四

方
長
生
標
内
、
東
有
組
日
房
、
西
有
慈
蔵
房

・
月
明
房
、
南
有
赤

北
有
白
雲
房

・
穀
成
房
、

雲
房
・
呼
臆
房
、

皆
通
度
寺
之
腐
院

也
、
亙
穀
成
也
者
、
始
律
師
慈
減
創
通
度
寺
之
時
、
結
庵
子
此
往

来
、
督
役
而
創
排
、
後
師
之
弟
子
名
穀
成
、
回
名
信
用
穀
成
寺
、
的

住
錫
至
修
、
云
、
穀
成
師
、
常
入
定
坐
問
時
、
五
雲
覆
寺
、

分
谷
、
回
改
魚
雲
谷
寺
者
、
其
来
向
突
、
四
方
長
生
基
地
、
分
有
五
香

三
千
大
徳
房
洞
、
南
有
布
川
山
洞
、
乃
一
千
大
徳
之
所
住
房
也
、

北
命
令
乙
山
茶
村
、
乃
造
茶
貢
寺
之
所
也、

貢
寺
茶
因
・
茶
泉
、
至

今
猶
存
不
浪
、
後
人
以
局
、
茶
所
村
也
、

又
蔵
師
之
火
香
弟
子
組

日
、
火
香
暇
日
、
直
往
東
峰
、
観
監
山
川
、
結
茅
栖
止
、
粂
置
長

生
際
、
而
終
鷲
、
阪
後
何
名
目
組
日
庵
、
云
云
、

四
方
長
生
襟
直

干
之
位
田
沓
、
分
伏
於
東
南
洞
内
・
北
茶
村
坪
郊
、
乃
居
火
郡
之

境
也
、
又
東
西
院
三
千
大
徳
、
常
分
部
於
東
西
、
築
石
大
川
、
犯

罰
、
見
瓢
於
洞
内
、
並
皆
離
散
、
一
千
借
衆
、
詣
境
南
布
川
洞
、

架
庵
居
止
、
長
タ
往
来
於
寺
、
腕
胸
躍
舎
利
・
袈
裟
、
精
勤
修
道
、

一
日
五
比
丘
、
回
雄
奔
舎
利
、
肉
身
登
空
、
而
向
喧
、
飛
来
於
寺

之
門
前
、
開
閉
一銭
而
倶
亡
於
其
門
前
、
何
茶
岐
、
一
云
云
、
後
人
、
於

其
前
臨
渓
構
棲
、
回
名
目
置
緩
慢
也
。

B 

禅
補
長
生
標
十
二
者
、
門
前
洞
口
立
黒
木
携
長
生
標
二
、
東
黒

石
峯
、
置
石
積
長
生
標
二
、
中
省
何
川
・
机
川
、
各
立
石
碑
長
生

標
二
、
南
沙
川
布
川
峯
、
置
石
積
長
生
標
二
、

西
大
嶺
明
、
立
石
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碑
長
生
標
一
、
南
大
川
、
立
石
碑
長
生
標
一
、
分
塔
排
於
四
境
、

各
置
干
十
、
毎
給
位
田
沓
及
家
代
田
、
並
四
方
長
生
標
内
田
沓
・

土
地
也
、
右
石
碑
・
石
積
排
長
生
標
内
、
曾
無
公
私
他
土
也
、
乃

宜
春
郡
之
境
也
、
其
除
不
銭
事
蹟
、
貧
困
六
載
文
籍

・
本
俸
云
云
。

(
A
B
お
よ
び
句
讃
貼
は
便
宜
的
に
筆
者
記
入
)

直
ち
に
気
付
く
の
は
本
文
が
形
式
的
に
二
分
で
き
る
こ
と
で
あ
る

(
各
お
の

A
B
と
す
る
)
が
、
さ
ら
に
内
容
的
に
み
て
さ
ら
に
多
く

の
説
明
的
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
創
ち

A
の
「
蕊
穀
成

也
者
」
以
下
七
五
字
、

「
乃
一
千
大
徳
」
以
下
十
字
、

「
乃
造
茶
貢

寺
」
以
下
七
二
字

「
乃
居
火
郡
」

ま
た

B
の

以

下

二

一
O
字
、



「
乃
宜
春
郡
」
以
下
二
二
字
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
説
明
的
記
述
は

忠
粛
王
十
五
年
に
樺
瑚
の
手
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う

そ
の
内
、
寺
院
・
信
侶
に
閲
す
る
説
明
的
記
述
は
、
そ
れ
以
前
か
@
 

ら
存
在
し
た
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
内
容
は
新
羅
に
ま
で
糊
る
回
想
的
内
容
を
示
す
も
の
が
多
い
。

そ
れ
以
外
の
説
明
的
記
述
は
、
お
そ
ら
く
緯
瑚
の
知
見
に
よ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
部
分
に
あ
る
多
乙
山
茶
村
の
説
明
「
至
今
猶

存
不
浪
、
後
人
以
魚
、
茶
所
村
也
」
や
長
生
標
内
の
説
明
「
曾
無
公

私
他
土
也
」
の
「
今
」

⑪
 
る
。
こ
の
時
間
的
先
後
関
係
を
示
す
文
字
は
忠
粛
王
十
五
年
を
基
準

「
後
」

「
曾
」
の
文
字
は
注
意
す
べ
き
で
あ

と
し
、
そ
れ
以
前
の
先
後
関
係
を
記
述
し
た
も
の
と
思
う
。

だ
が
、
問
題
は
こ
れ
ら
説
明
的
記
述
に
含
ま
れ
な
い
部
分
が
示
す

年
次
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
長
生
標
・
腐
院
・
直
千
な
ど
に
閲
す
る
最

も
重
要
な
記
述
が
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で
注
意
す
べ
き
貼
は
、
掴
梓
瑚
が

忠
粛
王
十
五
年
を
基
準
と
し
て
「
今
」

「後」

「曾
。」
な
ど
の
時
間

的
先
後
関
係
を
一不
す
説
明
的
記
述
を
こ
れ
に
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ

75 

っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
長
生
標
・
属
院
・
直
干
に
閲
す

る
記
述
は
そ
れ
以
前
の
或
る
時
期
の
欣
態
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ

お
そ
ら
く
、
緯
瑚
は
通
度
寺
所
蔵
の
或
る
文
書
に
基

⑪
 

づ
い
て
こ
の
記
述
を
行

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
に
な
ろ
う
。

〈
寺
之
四
方
山
川
袴
補
〉
が
一
義
的
に
忠
粛
王
十
五
年
、
即
ち

三
二
八
年
嘗
時
の
朕
態
を
示
す
だ
け
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
通
度
寺

の
四
方
に
配
さ
れ
た
と
い
う
長
生
標
の
設
置
状
況
を
検
討
す
る
と
、

こ
の
こ
と
は
い

っ
そ
う
明
白
に
な
る
。

A 
の

「
各
塔
長
生
標
合
十
二
」

B 
の

「
稗
補
長
生
標
十
二

や

者
」
に
よ
れ
ば
、
長
生
標
十
二
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
賞

と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
常
時
十
二
塔
で
あ
っ
た
と
は
い
い

一 75ー

き
れ
な
い
。
本
文
の

A
B
の
各
お
の
に
記
録
さ
れ
た
長
生
標
の
方
向

位
置
・
素
材
・
塔
数
を
具
践
的
に
調
査
す
る
と
、
そ
の
よ
う
に
は

考
え
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
(
次
頁
表
参
照
〉
。

な
る
ほ
ど

B
の
長
生
標
数
は
十
二
塔
で
あ
る
が
、

A
の
長
生
標
数

は
僅
か
七
塔
に
す
ぎ
ず
、

」
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
納
得
の
ゆ
く
解

穆
は
か
つ
て
な
さ
れ
な
か

っ
た
。
稲
葉
氏
は

B
系
記
述
に

A
系
記
述

を
も
並
用
し
て
塔
数
を
そ
ろ
え
よ
う
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
成
功
せ

@
 

ず
、
屋
氏
は
「
筆
篤
の
過
程
で
護
生
」
し
た
輩
純
な
誤
と
み
な
し

⑫
 

た
。
雨
者
と
も
塔
教
は
常
時
十
二
塔
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、

ま
た

A
B
の
区
別
に
殆
ん
ど
留
意
し
な
い
黙
で
共
通
し
て
い
る
が、
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|オ一一工一一ーは
机省冬 J少黒
川 {乃乙川石
川 山布 主任

峯

一一一一石石石石石 |→言τ
碑碑積 碑 碩|材

221111数

A 

B 

位

置

方
向

一
位

置

一素

材

数

(
中
)
門
前
州
口

一
?

一
2

東

一
黒
石
峯

一石
直

2

中

一
省
仇
川

一石
碑
一
2

中

一
机
川

一石
碑
一
2

南

一
沙
川
布
川
峯

一石
積
一
2

西

一
大
嶺
幌
ノ

一石
間
一
1

南

↑
大
川

一石
旦

1

一

一

nL

一

句
E
ム

7 

十
?
壬一
日

こ
れ
は
正
し
い
解
稗
と
は
い
え
な
い
。

A
B
と
も
に
各
お
の
溺
自
の

資
料
に
基
く
記
述
な
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

A
で
は
七
塔
、
B
で
は

十
二
塔
で
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
、

そ
こ
に
は
誤
り
な
ど
は
入

っ
て
い
な
い
。

長
生
標
に
開
す
る
記
述
順
序
は
、
A
で
は

ω方
向

・

ω
「
有
」
ハ
チ

-
仰
位
置

・
判

「
置

・
塔
排

・
排
」
字

・
同
素
材

・
刷
「
長
生
襟
」

字

・川
W

塔
数
、

こ
れ
に
射
し
て

B
で
は

ω方

と
い
う
形
式
を
も
ち
、

向
・

ω位
置
・

ω
「
置
・

立
」
字

・
例
素
材

・

ω
「
長
生
標
」
字

・

同
塔
数
、
と
い
う
形
式
を
も
っ
。
即
ち
A
の

ω
「
有
」
字
が
、
B
で

は
H

吹
け
て
い
る
。

ま
た
石
碑
長
生
標
の
設
置
に
つ
い
て

A
が
糾

「
(
塔
)
排
」
字
を
用
い
る
の
に
到
し
、

B
は
川
「
立
」
字
を
用
い

て
レ
る
。
以
上
二
黙
の
遠
い
に
例
外
は
な
い
。

こ
れ
は

A
B
と
も
に

各
お
の
猫
自
の
正
確
な
資
料
に
基
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
長
生
標
の
位
置
に
つ
い
て
、
A
B
に
共
通
す
る
の
は
黒
石

峯

・
沙
川
布
川
崎君

・
省
仰
川
・

机
川
の
四
地
貼
に
す
ぎ
な
い
。

支
」
円り

に
こ
の
内
で
長
生
標
の
素
材
が
同
じ
な
の
は
黒
石
峯

・
省
仰
川
・

机

川
の
三
地
賠
で
あ
る
。
加
え
て
こ
の
内
で
長
生
標
数
も
同
じ
な
の
は

省
的
川
・
机
川
の
二
地
黙
の
み
で
あ
る
。
長
生
標
の
位
置

・
素
材

・

塔
数
が

A
B
と
も
に
一
致
す
る
の
は
、
僅
か
に
二
地
貼

・
四
塔
に
す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
A
B
が
各
お
の
濁
自
の
資
料
に
基
レ
て

co
 

勾

4

レ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
A
B
の
記
録
が
同
一
時
黙
の
、
同
一
長
生
標
を
指
す
も

の
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
生
ぜ
ず
、

ま
た
重
ね
て
記
録
す
る

は
ず
は
な
い
。

A
B
に
重
記
し
て
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
誤
解
で

あ
っ
て
、
各
お
の
異
る
時
貼
に
お
け
る
長
生
標
の
原
資
料
に
基
い
た

も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

A
に
「
各
塔
長
生
標
合
十
二
」

と
あ
る
の
は
、

A
よ
り
も
新
ら
し
い
B
の
時
黙
に
お
け
る
長
生
標
の

設
置
朕
況
を
念
頭
に
置
い
た
序
文
的
記
述
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
も
っ

て
常
時
十
二
塔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
解
稗
は
許
さ
れ
な



し、。
B
の
示
す
時
貼
は
忠
粛
王
十
五
年
以
前
の
或
る
時
黙
で
あ
り
、

A

の
そ
れ
は

B
よ
り
も
も

っ
と
古
い
或
る
時
黙
を
示
し
、
そ
れ
は
ま
た

高
麗

・
光
宗
朝
(
九
五
O
J九
七
五
年
〉
を
棚
る
こ
と
は
な
い
の
で

は
あ
る
ま
い
ゆ
本
文
に
は

「
蔵
師
之
火
香
弟
子
組
日
」
の
建
て
た

長
生
標
の
こ
と
が
み
え
、
そ
れ
は
通
度
寺
の
長
生
標
設
置
が
既
に
永
、

い
歴
史
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

A
B
と
も
に
高
麗
時
代
の

或
る
二
時
黙
に
お
け
る
朕
態
を
示
す
も
の
と
み
て
大
過
な
い
と
思

う

ご
三
二
八
年
」
の
も
の
と
は
限
定
で
き
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
以

前
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
間
違
い
な
い
。

『
通
度
寺
事
蹟
略
録
』
は
成
立
年
代
や
性
格
が
異
る
幾
つ
か
の
原

資
料
あ
る
い
は
知
見
に
基
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内、

長
生

標
・
属
院
・
直
干
に
閲
す
る
記
述
は
信
頼
度
の
高
い
何
ら
か
の
資
料

を
忠
寅
に
利
用
し
て
い
る
。
ま
た

B
は
忠
粛
王
十
五
年
以
前
の
或
る

時
知
、

A
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
或
る
時
貼
の
欣
態
を
示
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
本
文
に
よ
れ
ば
、
通
度
寺
寺
領
の
長
生
標

・
属
院

-
直
千
を
、

高
麗
時
代
の
或
る
二
時
貼
に
お

い
て
問
題
に
で
き
る

し
、
ま
た
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

77 

通
度
寺
の
長
生
標
直
干
支
配

通
度
寺
の
慶
大
な
寺
領
内
に
は
、
位
田
・
位
沓

・
家
代
田
を
給
興

さ
れ
た
直
干
が
多
数
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
直
干
の
人
数
に
つ
い
て

は
、
稲
葉
氏
以
来
、
長
生
標
十
二
塔
↓
標
ご
と
に
直
千
十
名
↓
直
干

合
計
百
二
十
名
と
推
計
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
は
驚
ろ
く
べ
き
人
数
の

多
さ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
推
計
を
無
篠
件
に
正
し
い
と
は
い
い
き

れ
な
い
。

「
襟
ご
と
に
直
干
十
名
」
と
は
、

お
そ
ら
く

「四
方
長
生

標
直
干
」
と
「
分
塔
排
於
四
境
、
各
置
子
十
」
と
を
あ
わ
せ
解
穫
し
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た
結
果
に
違
い
な
い
。

こ
れ
を
い
ち
が
い
に
誤
と
は
い
え
な
い
が

し
か
し
こ
の
解
懇
以
外
に
、
長
生
標
が
設
置
さ
れ
た
地
貼
ご
と
に
十

名
、
あ
る
い
は
「
四
方
」

「
四
境
」
ご
と
に
十
名
と
い
う
解
樺
も
本

文
に
即
し
つ
つ
充
分
成
立
す
る
と
い
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、

七
地
貼

七
十
名
、
あ
る
い
は
四
方
四
十
名
と
い
う
数
字
に
な
る
。
ま
し
て
、

A
で
は
長
生
標
七
塔
で
あ
る
か
ら

た
と
え
標
ご
と
に
十
名
と
し
て

も
七
十
名
で
あ
り
、
あ
る
い
は
五
地
貼
五
十
名
、
あ
る
い
は
四
方
四

十
名
と
い
う
こ
と
も
充
分
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

A
の
時
黙
で
は
四
十
J
七
十
名
、

B
の
時
貼
で
は
四
十
J
百
二
十

名
、
大
略
四
十
J
百
二
十
名
の
直
千
が
寺
領
内
で
生
活
し
て
い
た
。
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問
題
は
こ
れ
ら
直
干
が
い
か
な
る
性
格
を
も

っ
て
い
た
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
盛
氏
は
こ
の
直
干
こ
そ
被
支
配
階
級

で
あ
り
、
第
働
地
代
段
階
に
お
け
る
封
建
農
奴
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

と
解
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
少
く
と
も
、
寺
院
直
属

の
土
地
が
存
在
す
る
こ
と
、
直
干
が
慮
千
即
ち
直
接
耕
作
者
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
、
直
干
が
寺
院
直
属
地
を
無
償
で
耕
作
す
る
こ
と
、

」
れ
ら
三
貼
が
同
時
に
成
立
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
三
貼
は
、
本
文
に
卸
し
て
確
め
う
る
事
質
で
は

な
く
、
す
べ
て
推
定
に
よ

っ
て
レ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
寺
領

の
耕
地
に
つ
い
て
は
、
寺
院
直
属
地
の
存
在
形
態
や
そ
の
耕
作
形
態

-
枚
取
形
態
を
明
ら
か
に
し
う
る
手
が
か
り
は
全
く
な
い
と
い

っ
て

，、、
o

g
L
 
し
か
し
直
干
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
少
の
推
定
を
加
え
る
こ

と
は
許
さ
れ
よ
う。

直
干
が
躍
干
即
ち
寺
院
直
属
地
の
直
接
耕
作
者
で
あ
る
と
レ
う

い
わ
ば
直
干
H
躍
干
説
は
、
推
定
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
だ
け
で
、

の
推
定
の
根
擦
も
あ
ま
り
判
然
と
し
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
考
え
ら
れ

⑮
 

る
の
は
、
陰
竹
鯨
園
農
所
の
「
稀
干
由
辰
夫
ド
」
の
存
在
と
、
直
「
干
」

慮
「
干
」
の
干
字
共
有
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う。

園
農
所
の
稀
干
農
夫
は
家
舎

・
田
地
を
も
ち
、
同
時
に
彼
ら
は
闘

農
所
所
属
の
公
団
を
無
償
耕
作
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
園
農
所
の

経
営
形
態
が
そ

っ
く
り
通
度
寺
寺
領
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
わ
け

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
鋭
い
指
摘
に
違
い
な
い
が
、
両
者
を
同
質
の
も

の
と
み
な
し
て
よ
い
か
は
問
題
で
あ
る
。
稀
干
農
夫
の
賞
態
や
公
団

の
経
営
形
態
を
別
に
し
て
も
、
そ
の
機
能
・
性
格
は
園
農
所
と
寺
領

と
で
は
か
な
り
異

っ
て
お
り
、
直
干
の
性
格
を
後
述
す
る
よ
う
に

解
緯
し
う
る
と
す
れ
ば
、

」
の
推
定
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
く
な

る

と
こ

ろ
で
他
方
、
稽
干
農
夫
副
ち
「
干
」
と
稿
す
る
農
夫
、
が
存
在
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し
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
り
、

@
 

在
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
う
と
す
れ
ば
通
度
寺
の
直
「
干
」

も

ま
た
高
麗
時
代
以
来
、
鹿
「
干
」
が
存

ま
た
寺
院
直
属
地
の
直
接
耕
作
者
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
、
し
か
し
こ
の
干
字
の
共
有
に
基
づ
く
こ
の
よ
う
な
推
定
に
針

し
で
も
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ

そ
も
そ
も
「
干
L

を
稿
す
る
階
層
は
、
慮
干
に
限
ら
れ
て
は
お
ら

⑪
 

ず
、
寅
に
多
様
な
某
「
千
」
階
層
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
便

宜
的
に
分
類
す
る
と
、
某
干
の
第
一
類
と
し
て
「
物
資
+
干
」
を
琴

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
物
資
と
は
餓
・
盤

・
生
鮮
(
魚
類
〉

・
毛
物
な
ど
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら

生
腐
(
鳥
類
〉

酔
油
(
乳
酪
)



の
物
責
を
生
産
J

捕
獲
し
、
こ
れ
を
王
室

・
園
家
な
ど
諸
機
関
に
準

上
・

貢
納
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
階
層
が
、

第
一
類
干
で
あ
っ

た
。
某
干
の
第
二
類
は
「
力
役
+
千
」
で
あ
り
、
守
護

・
燦
火

・
牧

子

・
庭
煉
(
櫨
〉

-
管
繕
な
ど
の
特
定
の
カ
役
を
負
措
す
る
階
層
で

あ
っ
た
。
第
三
類
は
「
場
所
+
千
」

で
あ
っ
て
、
水
姑

・
亭

・
宗
廟

な
と
特
定
の
場
所
・
機
関
に
属
し
て
い
た
。
第
四
類
は

「
物
資
+
場

所
+
干
」
で
あ
っ
て
、
鍛
所
干
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
ち
な
み
に

園
農
所
の
稿
干
農
夫
つ
ま
り
園
農
所
千
は
第
四
類
に
、
鹿
干
は
第
三

類
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
こ
の
四
分
類
は
は
な
は
だ
形
式
的

な
分
類
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
相
互
に
関
連
し
あ

っ
て

お
り
、
巌
密
に
医
分
し
え
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
某
干
に
共
通

す
る
性
格
は
、
或
る
場
所
・
機
関
に
居
住

・
所
属
し
、
特
定
の
物
資

の
製
造

・
生
産
や
特
定
の
力
役
に
従
事
し
て
、
王
室

・
園
家
の
用
に

供
す
る
階
層
と
で
も
レ
え
よ
う
。

」
の
干
階
層
は
、

李
朝
初
期
に

は
、
身
分
的
に
良
民
と
み
な
さ
れ
な
が
ら
も
賎
役
に
従
う

「身
良
役

賎
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
階
層
で
あ

っ
た
が
、
高
麗
時
代
に
は
賎
民

と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

」
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
某
干
は
直
ち
に
慮
干
、
卸
ち
直
接
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耕
作
者
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
庭
干
の
如
き
直
接
耕
作
者
は
干
階

層
の
一
部
分
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
り

む
し
ろ
そ
れ
は
例
外
的
で
あ
っ

た
と
さ
え
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
直
干
H
慮
干
説
が
成
立
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
さ
し
首
つ
て
な
い
の
で
あ
る
。

た
と
え
、

直
干
H
庭
干
読
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
、
直
干

が
献
労
働
地
代
段
階
の
農
奴
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
解
す
る
わ
け
に
は

〉
ミ
:
、

。

，

K
J
カ
ゅ
ん
し

虚
干
の
原
義
は
「
慮
」
に
所
属
す
る
「
干
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ

て
、
こ
の
限
り
で
は
慮
干
は
直
接
耕
作
者
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
。

し
か
し
慮
干
が
始
め
て
史
料
に
現
わ
れ
る
『
高
麗
史
』
巻
二
八

・
忠

-79ー

烈
王
四

(
一
二
七
八
)
年
七
月
乙
酉
僚
の
解
説
に
は

庭
干
、
耕
人
之
回
、
締
租
其
主
、
庸
調
於
官
、
卸
佃
戸
也
、
時

権
且
貝
多
棄
民
、
謂
之
虚
干

以
遁
三
税
、
其
弊
尤
重

と
あ
り
、
慮
干
の
納
め
る
地
代
形
態
は

「租
L

即
ち
現
物
形
態
で
あ

⑬
 

っ
た
。
庭
干
を
一
義
的
に
献労
働
地
代
形
態
の
農
奴
と
は
レ
い
き
れ
な

い
の
で
あ
る
。

慮
干
が
直
子
で
あ
り
、

か
つ
直
干
が
第
働
地
代
段
階
の
農
奴
で
あ

る
と
い
う
見
解
は
、
多
く
の
推
定
を
重
ね
た
後
に
始
め
て
成
立
し
う

る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
推
定
の
根
援
に
も
多
く
の
疑
貼
を
さ
し

は
さ
む
払
跡
地
が
あ
る
。
直
干
H
虚
干
説
の
ほ
か
に
、
直
干
の
性
格
を
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考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
の
表
現
に
卸
し
て
、

な
お
直
干
の
性
格
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
う
。

本
文
で
は
、
こ
の
直
干
を
「
四
方
長
生
標
直
子
」
と
表
現
し
て
い

る
。
そ
れ
は
ま
ず
「
干
」
で
あ
り
、

「直

・
干
」
で
あ
り
、

「
長
生

標
・
直

・
干
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
直
干
と
は
長
生
標
の
直
干
な

の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
守
護
紳
桐

・
里
程
標

・
境
界
標
な
ど
の

機
能
を
も
っ
と
さ
れ
る
。
通
度
寺
の
長
生
標
も
風
水
思
想
で
潤
色
さ

れ
た
境
界
標
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
守
護
所
的
機
能
を
も
も
っ
て

長
生
標
は

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
直
干
と
は
こ
の
長
生
擦
に
所
属
し
、
向
ら
か

の
役
に
従
事
し
た
干
階
層
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
そ

の
役
の
内
容
で
あ
り
、

さ
し
首

っ
て
そ
の
内
容
を
示
す
と
思
わ
れ
る

「
直
」
の
意
義
で
あ
る
。

は
朝
鮮
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
稀
有
の
用
字
で
は
な

⑮
 

く
、
高
麗
時
代
以
来
、
u
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず

こ
の
「
直
」

れ
も
廟
・
浦

・
客

・
堂

・
壇

・
宮

・
殴

・
陵

・
亭

・
館

・
宅

・
院
な

ど
、
王
族

・
園
家
に
属
す
る
建
造
物

・
諸
機
開
等
を
管
理

・
保
護

修
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
直
で
あ
る
。
通
度
寺
の
直
は
、
も
ち

ろ
ん
王
室

・
園
家
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ

て
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
即
ち
そ
れ
は
寺
領
四
境
に
設
置
さ
れ
た
長
生

標
の
管
理
・
保
護

・
修
理
の
た
め
に
置
か
れ
た
者
で
あ
っ
た
。

ま
た
通
度
寺
の
「
長
生
標
・
直

・
干
」

と
い
う
用
語
も
、

た
と
え

ば
「
高
麗
史
』
巻
八
四
李
啓
惇
「
開
城
牧
監

・
直
・
員
」
、

同
巻
七

七
百
官
二
外
職

・
西
京
留
守
官
「
聖
容
殿
・
直

・
員」
、

あ
る
い
は

『
世
宗
貫
録
』
元
年
「
景
福
宮

・
直

・
奴」、

同
五
年

「
明
績
殿

・

直

・
奴
」

「
済
用
監
庫

・
直

・
奴」、

『
成
宗
貫
録
』
九
年

「山

・

直
・
監
考
L

な
ど
と
み
え
る
用
語
と
共
通
す
る
造
語
法
に
よ
っ
て
お

り
、
こ

の
黙
で
も
例
外
的
用
語
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
際
、
直
に
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就
く
者
は
多
く
権
務
官
で
あ

っ
て

れ
っ
き
と
し
た
官
人
で
は
な

く
、
さ
ら
に
奴
を
す
ら
含
ん
で
い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
遁
度
寺

の
長
生
標
直
も
ま
た
身
分
的
に
は
賎
民
的
な
干
で
あ

っ
た。

い
ず
れ

も
高
い
身
分
を
も
た
な
い
粘
'
で
共
通
し
て
い
る
。

マ
適
度
寺
寺
領
の
直
干
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
の
は
、
彼
ら
が
長
生

標
の
管
理

・
保
護

・
修
理
な
ど
の
特
定
の
力
役
を
負
捲
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
穫
は
、
貨
は
既
に
稲
葉
氏
に
よ

@
 

っ
て

「
直
干
は
乃
ち
標
塔
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
の
役
人
を
指
す
」
と

簡
単
な
が
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
従
っ
て
何
ら

さ
し
っ
か
え
な
い
。



寺
領
内
に
は
直
子
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
人
々
が
居

住
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
多
数
の
借
侶
が
本
寺
・
層

@
 

院
を
根
援
に
し
て
生
活
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
支
配
階
級
の

ほ
か
、
直
干
や
そ
れ
以
外
の
諸
階
層
を
含
む
被
支
配
階
級
、
少
く
と

も
奴
蝉
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は
嘗
時
の
大
寺
院
に
闘
す
る
常
識

か
ら
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

〈
梁
州
通
度
寺
田
伴
迦
如
来
舎
利
之
記
〉
に

李
稽
『
牧
隠
集
』
巻
三

「
今
年
」
、

つ
ま
り
高
麗

-
辛
網
五
(
一
三
七
九
)
年
の
こ
と
と
し
て

均
屯

(
通
度
)
寺
之
後
岡
榛
葬
、

問
、
賊
語
日
住
持
安
在
・
舎
利
安
在
、

持
掠
寺
奴
鞠
之
、
急
舎

天
皇
…
、
雨
叉
不
止
、
無
追
者
、
験
山
至
彦
陽
、
明
日
遇
寺
奴
持

(
倭
〉
賊
叉
来
、

又
負
之
、

3'-"< 
:R. 

吾
馬
相
持
泣

と
記
し
て
あ
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

通
度
寺
に
は
こ
れ
以
前
か

お
そ
ら
く
多
数
の
寺
奴
が
属
し
て
い
た
と
み
て
誤
り
あ
る
ま

い
。
し
た
が
っ
て
直
干
の
み
を
被
支
配
階
級
で
あ
っ
た
と
み
な
す
わ

らけ
に
は
ゆ
か
な
い
。
し
か
も
直
干
と
は
長
生
標
直
干
な
の
で
あ
り
、

労
働
地
代
段
階
の
農
奴
と
は
い
え
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら

そ
う
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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だ
が
こ
れ
ら
直
干
は
、
少
く
と
も
寺
領
内
に
存
在
す
る
被
支
配
階

級
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
。
通
度
寺
は
多
数
の
長
生
標
を
四
境
に

立
て
、
そ
れ
を
管
理
・
守
護
す
る
た
め
に
多
数
の
直
干
を
配
し
た
。

始
め
の
長
生
標
七
塔
を
、
後
に
は
十
二
塔
に
増
や
し
、
そ
れ
に
つ
れ

て
お
そ
ら
く
直
干
の
数
も
百
名
以
上
に
ま
で
増
加
さ
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
直
干
は
寺
院
か
ら
家
代
田
を
支
給
さ
れ
て
住
居
を

確
保
す
る
と
共
に
、
ま
た
位
田
・
位
沓
を
も
支
給
さ
れ
て
自
己
生
計

t主

の
基
盤
を
獲
得
し
た
。
家
代
田
・
位
田
・
位
沓
を
直
千
に
分
興
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
は
長
生
標
の
管
理
・
守
護
の
た
め
の
力
役
を

確
保
し
、
身
分
的
に
も
賎
民
的
な
干
と
し
て
固
定
し
、

お
そ
ら
く
彼

噌止。。

ら
家
族
を
世
襲
的
に
支
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

通
度
寺
の
長
生
標
直
干
に
劃
す
る
支
配
は
、
封
建
地
代
牧
取
に
、

さ
ら
に
は
労
働
地
代
牧
取
に
基
づ
く
農
奴
支
配
で
あ
る
と
は
い
い
き

れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
論
誼
に
不
可
紋
な
鰻
系
的
分
析
に
は
、
こ
の

資
料
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。
し
か
し
直
干
は
長
生
標
を
守
護
す

る
た
め
に
低
い
身
分
に
し
ば
ら
れ
、
力
役
を
負
措
し
た
被
支
配
階
級

で
あ
っ
た
、
と
だ
け
は
い
え
る
の
で
あ
る
。

四

通
度
寺
の
村
落
支
配

通
度
寺
の
贋
い
寺
領
内
に
は
、
通
度
寺
・
属
院
が
あ
り
、
ま
た
寺
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領
民
の
村
落
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
た
。
本
文
に
某
洞
・
某
村
と

み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

寺
領
中
央
部
に
は

「
門
前
洞
」

が
あ
り
、

南
部
に

「
布
川
(
山
)

村
」
が
あ
る
ほ
か
、
方
位
不
明

洞
」
、
北
部
に

「
多
乙
山
茶
(
所
)

の
「
三
千
大
徳
房
洞
」
が
み
え
、

ま
た
方
位
の
み
が
一
ホ
さ
れ
て
い
る

「
東
南
澗
」

が
存
在
し
て
い
た
。

従
っ
て
少
く
み
つ
も

っ
て
三
村

落
、
多
く
み
つ
も
れ
ば
五
以
上
の
村
落
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

か
し
本
文
の
資
料
と
し
て
の
性
質
上
、
村
落
に
闘
す
る
記
述
は
寓
全

と
は
い
い
難
く、
F

確
か
め
う
る
上
記
の
数
を
上
ま
わ
る
村
落
数
を
想

定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
村
落
と
寺
院
と
の
聞
に
は
密
接
な
倒
係
が
あ
っ

た
よ
う

で
あ
る
。
大
利
の
前
に
緊
落
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
古
来
常
に
み
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
通
度
寺
門
前
に
も
門
前
洞
が
あ
り
、
洞
口
黒

木
傍
に
は
長
生
標
が
塔
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
廃
院
周
遊
に
も

村
落
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
布
川
山
洞
は
ご
千
大
徳
之
所
住
房
」
の

周
遊
、
三
千
大
徳
房
洞
は
「
三
千
大
徳
房
」
の
近
傍
に
あ

っ
た
。

た
現

・
梁
山
郡
下
北
面
早
日

(ι
o
lF円)
里
が
「
租
日
公

T
ム
吋
)
房

@
 

(
庵
)
」
の
所
在
地
で
あ
っ

た
と
す
る
雀
氏
の
比
定
は
お
そ
ら
く
正

首
と
思
わ
れ
、
そ
う
と
す
れ
ば
こ
れ
も
属
院
と
村
落
と
の
闘
係
を
示

し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う。

し
か
も
属
院
の
存
在
方
位
に
は
た
い

て

い
長
生
標
が
認
め
ら
れ
、
「
蔵
師
之
火
香
弟
子
組
目
、
火
香
暇
目
、

直
往
東
峰
、
観
監
山
川、

結
茅
栖
止、

粂
置
長
生
標
、
而
終
湾
、
阪

後
仰
名
目
租
日
庵
」
と
い
う
説
明
的
記
述
に
よ
る
と
、
嵐
院
と
長
生

標
と
の
関
係
も
示
さ
れ
て
レ
る
。
長
生
標
と
寺
院
、
寺
院
と
村
落
と

の
聞
に
は
相
互
に
密
接
な
闘
係
が
あ
っ

た
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

し

寺
領
内
の
村
落
は
通
度
寺
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
支
配
に
服
し

て
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
そ
の
村
落
支
配
は
必
ら
ず
し
も
同
質
の
均
等
な
支
配
で
あ
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っ
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
劉
照
的
な
異
質
の
支
配
形
態
が
指
摘

で
き
る
と
こ
ろ
に
、
高
一世
時
代
に
お
け
る
通
度
寺
寺
領
内
の
村
落
支

配
の
特
色
が
あ
っ
た
。

寺
領
内
の
村
落
に
つ
レ
て
明
ら
か
に
異
る
二
類
型
を
指
摘
で
き

る
。
そ
の
一
つ
は
某
洞
と
い
わ
れ
る
粟
落
形
態
で
あ
る
。
洞
と
稽
す

る
緊
落
形
態
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
高
麗
初
期
に
も
存

ま

在
し
て
い
た
。『
高
麗
史
』
そ
の
他
に
よ
る
と
、
大
寺
洞
(
高
宗
朝
)

安
和
寺
洞
(
恭
慰
王
二
三
年
〉
な
ど
寺
院
名
を
冠
す
る
洞
を
含
め

王
京
開
京
内
に
は
某
洞
の
存
在
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
勿
論
、
王
牙L

外
の
地
方
に
も
石
泉
寺
洞
(
慶
向
道
固
城
鯨

・
元
宗
二
年
〉

を
含



め
、
某
洞
の
名
稽
は
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
遁
度
寺
土
寸
領
内
の
某

洞
も
、

お
そ
ら
く
朝
鮮
全
土
に
認
め
ら
れ
る
こ
れ
ら
某
洞
と
同
質
の

村
落
と
み
て
誤
な
か
ろ
う
。
と
く
に
大
寺
洞

・
石
泉
寺
洞
・
安
和
寺

洞
な
ど
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
と
村
落
と
が
密
接
な
関
連

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
特
別
な
例
で
は
な
い
。
た
だ
寺
領
内
に
幾
つ

か
の
洞
を
包
含
し
て
い
た
黙
に
通
度
寺
の
場
合
の
規
模
の
大
き
さ
か

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
類
型
の
村
落
に
劃
す
る
寺
院
の
支
配
が
ど
の
よ
う

と
い

っ
た
貼
は
不
明
と
す
る

な
形
態
で
個
々
の
洞
民
に
及
ん
だ
か
、

ほ
か
な
い
。
た
だ
、
も
う
一
つ
の
村
落
類
型
で
あ
る
某
所
と
比
べ
た

場
合
、

と
く
に
強
度
の
隷
属
関
係
の
も
と
に
置
か
れ
た
の
で
は
な

く
、
身
分
的
に
も
一
般
良
民
の
村
落
で
あ
っ
た
と
い
う
、
ご
く
卒
九

な
村
落
と
し
て
考
え
る
以
外
は
な
い
貼
に
こ
そ
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ

ぅ
。
寺
領
内
北
方
に
存
在
し
た
褒
落
「
多
乙
山
茶
所
村
」
は
、
ま

っ

た
く
こ
れ
ら
の
洞
と
は
異
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

多
乙
山
茶
所
村
は
、
本
文
に

「茶
村
」

「
茶
所

「
多
乙
山
茶
村
」

村
」
な
と
と
み
え
る
が
、
こ
れ
が
特
に
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
、
そ
れ
が
寸
所
」
で
あ
り

「
茶
所
」
で
あ
っ
た
と
い
う
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こ
と
に
あ
る
。

従
来
の
高
麗
郡
牒
制
度
に
闘
す
る
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
そ
れ
は

族
園
を
身
分
的
に
緊
縛
し
、
身
分
序
列
に
よ

っ
て
累
層
的
に
編
成
し

た
支
配
機
構
で
あ
っ
て
、
こ
の
最
下
位
に
賎
民
身
分
と
し
て
固
定
さ

れ
た
族
園
が
郷

・
部
曲
・

荘
・
虚
な
ど
の
匡
霊
草
位
と
し
て
組
み
こ

争

ま
れ
、
村
落
を
な
し
て
居
住
し
、
集
圏
的
支
配
を
受
け
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
所
も
ま
た
郷

・
部
曲
・

荘
・
慮
と
同
様
な
賎
民
部

落
で
あ
り
、
園
家
の
集
圏
的
支
配
を
受
け
、
各
お
の
特
定
の
責
納
物

争

を
枚
取
さ
れ
た
。
所
が
も
っ
こ
の
よ
う
な
一
般
的
特
徴
は
、
通
度
寺

た
だ
異
る
の
は
、
そ
れ
が

の
所
に
も
貫
徹
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
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通
度
寺
寺
領
内
に
存
在
し
、
寺
院
に
よ
る
集
圏
的
支
配
を
受
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

多
乙
山
茶
所
村
は
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
茶
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
本
文
は

北
九
/
乙
山
茶
村
、
乃
造
茶
貢
寺
之
所
也
、
貢
茶
因

・
茶
泉
、
至

今
猶
存
不
混
、
後
人
以
潟
、
茶
所
村
也

と
説
明
し
て
い
る
。
所
に
は
貢
納
す
べ
き
物
資
の
遣
い
に
庭
じ
て
、

金
所

・
銀
所

・
銅
所

・
鎮
所

・
判明肋

・
紬
所
・
紙
所

・
瓦
所

・
提
所

.
盤
所
・
墨
所
・
一
種
所
・
一
段
器
所

・
魚
梁
所

・
整
所
な
ど
の
別
が
あ

り
、
各
お
の
特
定
の
貢
物
を
納
入
し
た
。
寺
領
内
の
所
は
茶
所
で
あ
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っ
て
、
通
度
寺
に
は
茶
を
貢
納
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
茶
図
・

茶
泉
を

も
責
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
古
来
、
朝
鮮
で
も
茶
と
寺
院

@
 

と
の
閥
係
は
密
接
で
あ
り
、

寺
院
の
儀
躍
に
倣
か
せ
な
か

っ
た
が
、

通
度
当
寸
で
は
茶
所
を
設
定
し
、
所
民
に
茶
を
栽
培

・
製
造
さ
せ
る
と

と
も
に
、
茶
因

・
茶
泉
ま
で
貢
納
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
通
度
寺
の

茶
の
需
要
は
こ
の
茶
所
に
針
す
る
強
力
な
支
配
に
よ
っ
て
確
保
さ

れ
、
維
持
さ
れ
た
。

茶
所
村
民
は
賎
民
村
落
と
し
て
の
所
に
集
図
的
に
居
住
し
、
集
固

的
に
支
配
さ
れ
た
。
李
朝
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
各
種
『
地
誌
』
に

は
、
既
に
亡
ん
で
し
ま
っ
た
幾
つ
か
の
茶
所
の
名
を
止
め
て
い
る
。

亡
所
六

I 

慶
向
道
回
域
郡

所、鴨
自占
銀
所

石
智
銅
所

宏
一次
浦
鋼
所
、
達
帖
茶

遊
息
鋼
所
、

模
島
句
嘗
所
(
以
上
『
慶
向
道
地
理
志
』
)

Eω
全
羅
道
長
輿
都
護
府
(
古
属
)
茶
所
十
三

帥腕
良
、
守
太
、
七
百
乳
、
井
山
、
加
乙
坪
、

雲
高
、

居
、
香
除
、
熊
帖
、
加
佐
、

居
間
、
安
則
谷
(
以
上

『
世
宗
賓

丁
火
、
昌

録
』
巻
一
五
一

地
理
士
山)

H
同

全
羅
道
長
輿
都
護
府

古

跡

鶴
良
一
助
、
守
太
所
、
七
百
乳
所
、
井
山
所
、
雲
膏
所
、
丁
火
所
、

民田口昨日
r、
品
一
ル
昨
恥
灯
、
骨
骨
併
、
居
間
昨
肝
、

h
N
乙
坪
肝
、
青
除
肝

(
以
上

『
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
巻
三
七〉

E

全
羅
道
茂
長
鯨
(
古
属
)
茶
所
二

龍
山
、
梓
亦
(
以
上

『
世
宗
貫
録
』
巻
一
五
一
地
理
志
)

古
茶
所
一

IV 
志瓦、(1)
)村、

ム全
品 m
瓦、jJa
旨、同
茶、幅
言、J採
世、

(
以
上
『
世
宗
貫
録
』

各

一
五
一

地
理

古、
跡、

wω
全
羅
道
同
一
描
蘇

瓦
村
所
(
以
上
『
新
増
東
園
輿
地
勝
覧
』
巻
四
O
)
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全
羅

・
慶
尚
道
な
ど
の
南
部
地
方
に
は
多
数
の
茶
所
が
存
在
し
、
都

護
府

・
郡

・
鯨
な
ど
に
所
属
し
て
、
茶
の
栽
培

・
製
造
に
従
事
す
る

ほ
か
、
茶
図
・

茶
泉
な
ど
を
も
製
作
し
、
貢
納
し
て
い
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
新
増
東
園
輿
地
勝
質
』
長
輿
都
護
府
の

こ
こ
で
重
要
な
の
は

〔
姓
氏
〕
僚
に
「
〔
丁
火
〕
申
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

Eω

の

〔
古
跡
〕
丁
火
所
に
封
醸
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ

は

Eω
の
丁
火
茶
所
民
の
姓
氏
な
の
で
あ
る
。
丁
火
茶
所
は
曾
っ
て

姓
「
申
」
を
穣
す
る
村
落
民
の
住
所
で
あ
り
、
申
姓
を
橋
す
る
姓
氏

@
 

集
圏
が
集
圏
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寺
領
内
の
茶



所
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
。
多
乙
山
茶
所
村
の
村

落
民
も
、
今
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
姓
を
も
ち
、
姓
を
同
じ
く
す

る
同
族
集
圏
、が
寺
院
に
よ
っ
て
身
分
的

・
集
圏
的
に
支
配
さ
れ
て
い

た
も
の
と
思
う
。

以
上
に
み
え
る
多
く
の
茶
所
は
、

李
朝
初
期
に
は
既
に
「
亡
」

「
古
」
で
あ
り
、

「
古
跡
」
で
あ
っ
て
、
も
う
亡
び
去
っ

「古
属
」

て
い
た
。
こ
の
茶
所
に
お
と
ず
れ
た
大
援
化
は
、
賓
は
所
一
般
、
郡

鯨
制
一
般
の
大
慶
動
の
一
環
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
結
果
で
あ
る
。
瓦
村
茶
所
が
瓦
旨
茶
貢
里
と
な
り
、
丁
茶
火
所

@
 

が
丁
火
里
と
な
っ
た
の
は
、
以
前
可
能
で
あ
っ
た
茶
所
と
し
て
の
村

落
支
配
が
不
可
能
と
な
り
、
茶
所
の
解
放
が
進
行
し
、
そ
の
結
果
支

配
形
態
の
饗
化
が
賞
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
茶
所
解
放
の
方

向
は
高
麗
末
期
か
ら
李
朝
初
期
に
か
け
て
急
速
に
進
ん
だ
ら
し
い
。

寺
領
内
の
茶
所
も
こ
の
期
間
に
い
ず
れ
解
放
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

本
文
に

「
茶
所
」

と
は
い
わ
ず
に
、

「
茶
所

「
茶
村
」
あ
る
い
は

「
今
に
至
る
も
猶
お
存
し
て
演
び
ず
」
と
記

村
」
と
記
録
し
た
り
、

速
す
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、

そ
の
解
放
の
何
ら
か
の
動
き
が
忠

粛
王
十
五
年
嘗
時
に
は
既
に
現
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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多
乙
山
茶
所
は
や
が
て
消
滅
す
べ
き
性
格
の
村
落
で
は
あ
っ
た

が
、
な
お
嘗
時
は
茶
・
茶
具
の
製
造
・
貢
納
を
課
せ
ら
れ
た
同
族
集

園
の
村
落
で
あ
り
、
身
分
的
に
も
低
劣
な
地
位
に
置
か
れ
た
賎
民
村

落
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
同
じ
く
通
度
寺
寺
領
内
の
村
落
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
は
少
く
と
も
ニ
類
型
に
分
類
で
き

と
く
に
集
圏
的
支
配
に

服
す
る
所
の
存
在
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
屋
氏
は
、

寺
領
内
の
村
落
に
つ
い
て
も
濁
自
の
見
解
を
呈
示
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
通
度
寺
寺
領
に
劃
す
る
佳
系
的
分
析
が
可
能
で
あ
る
と
の
立
場

か
ら
、
村
落
の
数
は
十
二
で
あ
り
、
十
二
村
落
は
長
生
標
周
過
に
あ

F
h
υ
 。。

り
、
そ
の
村
落
は
各
お
の
直
干
十
名
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と

考
え
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
寺
領
内
の
村
落
が
直

干
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
推
定
を
前
提
に
し
な
が

ら
、
殆
ん
ど
す
べ
て
謹
明
で
き
な
い
推
論
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
従
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

た
と
え
以
上
の
偲
定
を
す

ベ
て
認
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
常
時
十
二
村
落
が
存
在
し
た
こ

と
や
、
多
乙
山
茶
所
村
が
他
の
村
落
と
同
様
に
直
干
十
名
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
と
は
、
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
十
二
と
い

う
数
字
は
時
期
的
に
き
わ
め
て
限
定
的
な
意
味
し
か
も
ち
え
ず
、
某

洞
と
茶
所
と
に
劃
す
る
支
配
形
態
は
ま
っ
た
く
封
照
的
で
あ
り
、
む

，
/
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し
ろ
根
本
的
に
相
違
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
直
干
は
直
干
村
落
を

形
成
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が

そ
れ
は
不
明
の
こ
と
に
属
す

る
。
そ
も
そ
も
寺
領
内
の
村
落
に
針
す
る
全
面
的
鐙
系
的
な
研
究
は

資
料
の
性
格
上
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
少
く
と
も
幾
つ
か
の
村
落
が
寺
領
内
に
存
在
し
、
そ
の
村

落
の
中
に
は
集
園
的
に
支
配
さ
れ
た
賎
民
村
落
H
茶
所
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
は
確
買
で
あ
り
、
茶
所
の
寅
態
を
か
な
り
明
ら
か
に
し
う

る
貼
は
、
こ
の
際
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

五

わ

お

り

『
通
度
寺
事
蹟
略
銭
』
の
〈
寺
之
四
方
山
川
禅
補
〉
は
通
度
寺
寺

領
の
支
配
に
閲
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
は
少
く
と
も
そ
の

二
側
面
に
つ
い
て
有
用
で
あ
る。

ま
ず
、
寺
領
四
境
に
は
多
数
の
長

生
標
が
次
々
に
塔
置
さ
れ

ま
た
そ
の
守
護
の
た
め
に
多
数
の
直
干

が
配
置
さ
れ
た
。
直
干
に
は
寺
院
よ
り
家
代
田

・
位
田
・
位
沓
が

分
給
さ
れ
、
賎
民
的
な
干
と
し
て
世
襲
的
に
支
配
さ
れ
た
。
こ
の
長

生
標
直
干
に
針
す
る
通
度
寺
の
支
配
は
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
寺
領
内
に
は
幾
つ
か
の
村
落
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

多
乙
山
茶
所
に
射
す
る
支
配
は
特
に
苛
酷
で
あ
っ
た
。
逼
度
寺
は
所

民
を
賎
民
と
し
て
集
圏
的
・
世
襲
的
に
支
配
し
、
茶

・
茶
百
六
を
製
造

貢
納
さ
せ
た
。
茶
所
に
封
す
る
遁
度
寺
の
支
配
が
強
行
さ
いれ
た
に

違
い
な
い
。

」
の
よ
う
な
茶
所
に
射
す
る
支
配
は
、
李
朝
初
期
に
は
、
や
が
て

茶
所
の
治
滅
、
解
放
に
よ

っ
て
崩
壊
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
長
生

標
直
干
に
削
刻
す
る
支
配
も
ま
た
干
の
解
放
の
方
向
に
お
い
て
消
滅
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
高
麗
時
代
に
お
い
て
は
直
子

・
茶
所

に
封
す
る
支
配
は
な
お
強
力
に
維
持
さ
れ
て
い
た
。
多
数
の
長
生
標

《

h
v。。

に
よ
っ
て
固
ま
れ
た
周
囲
四
蔦
七
千
歩
ば
か
り
の
こ
の
慶
大
な
寺
領

は
、
通
度
寺
に
よ
っ
て
一
圏
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
い
わ

ば
紳
聖
な
小
王
園
が
成
立
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の

一
国
的
支
配
は
通
度
寺
側
の
自
力
に
よ
っ
て
の
み
賓
現
で
き
た
の
で

は
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
園
家
権
力
の
統
制

・
保
護
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
高
麗
時
代
に
通
度
寺
が
塔
置
し
た
石
碑
長
生
標

は
な
お
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
碑
文
が
『
朝
鮮
金
石
綿
賢

山叩

〈
梁
山
通
度
寺
園
長
生
標
〉
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
碑

上
』
に

長
生
標
は
梁
山
郡
下
北
面
沓
谷
里
に
塔
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、



碑
文
に
「
孫
仰
川
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
が
本
文
A
「
省
伯

川」

の
石
碑
長
生
標
二
塔
の
う
ち
の
一
塔
、

B
「
省
仰
川
」

の
石
碑

長
生
標
二
塔
の
う
ち
の
一
塔
に
嘗
る
と
み
て
よ
く
、
大
安
元
年
、
剖

ち
高
麗
・
宣
宗
二
(
一

O
八
五
)
年
乙
丑
十
二
月
に
改
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

通
度
寺
孫
白
川
園
長
生
一
坐
段
寺
」
所
報
向
書
一
戸
部
乙
酉
五
月

日
牒
前
」
判
九
肌
如
改
立
令
是
於
魚
了
等
以
立
」
大
安
元
年
乙
酉

十
二
月
日
記

こ
の
碑
文
の
解
勧
に
よ
る
と
、
通
度
寺
の
寺
領
支
配
を
め
ぐ
る
園

家
権
力
と
の
関
連
が
多
少
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
年
の
長
生
標
改
立

は
通
度
寺
の

一
方
的
意
志
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ

h
e
O
 

J
Lド

そ
れ
は
尚
書
戸
部
の

「
乙
酉
五
月
日
牒
」

に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
根
源
的
に
は
そ
の
牒
に
も
み
え
る

「
前
剣
」
、

即
ち
先

に
園
王
(
宣
宗
)
が
認
可
し
た
剣
文
に
基
い
て
改
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
手
綴
き
を
程
た
う
え
で
長
生
標
の
改
立
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
そ
れ
が
逼
度
寺
側
の
一
方
的
意
志
の
み
で
可
能
と
な
る

ま
た
長
生
標
の
封
外
的
意
義
な
い
し
国
家
権
力
の
保

の
で
は
な
く
、
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護
を
明
示
し
て
い
る
。
遁
度
寺
の
寺
領
支
配
は
必
ず
し
も
自
立
的
に

存
績
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
五
月
の
牒
を
受
け
た
後
、
早
く

¥
 

も
十
二
月
に
は
そ
の
旨
を
記
し
た
石
碑
長
生
標
を
諸
方
に
塔
立
し
た

こ
と
自
慢
が
、
そ
う
し
た
事
情
を
一
一
裏
書
き
し
て
い
る
。
国
土
標
識
・

紳
洞
・
里
程
標
・
境
界
標
な
ど
、
長
生
標
の
機
能
に
つ
い
て
さ
ま
、さ

ま
な
解
穣
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
園
家
的
権
力
・
権
威
の
認
可
を
表

示
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
も
つ
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

だ
が
、
園
家
と
通
度
寺
と
の
聞
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
保
護
閥

係
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。

『
三
園
遣
事
』
巻
四

〈
賀
嬢
梨
木
〉

の
記
事

-87-

謹
按
、
清
道
郡
司
籍
、
載
天
幅
八
年
美
一
向
(
註
略
)
正
月
日
清

道
郡
界
里
審
使
順
英
・
大
乃
末
水
文
等
柱
貼
公
文
、
雲
門
山
調

院
長
生
、
南
・
阿
尼
帖
、
東
・
嘉
西
明
云
云
(
中
略
)

又
開
運
三
年
丙
辰
雲
門
山
調
院
長
生
標
塔
公
文
一
道
、
長
生
十

一
、
阿
尼
帖
、
嘉
西
明
、
畝
明
、
北
買
明
'
綜
…
面
、

北
・
猪
足

門
等
(
下
略
)

に
よ
る
と
、
清
道
郡
雲
門
寺
も
、
天
一
隅
八
年
即
ち
高
麗
・
太
組
二
六

(
九
四
三
〉
年
嘗
時
さ
ら
に
開
運
三
年
即
ち
高
麗
・
定
宗
元
(
九
四

六
〉
年
嘗
時
、
多
数
の
長
生
標
に
よ
っ
て
固
ま
れ
た
慶
大
な
寺
領
を

支
配
し
、
寺
領
内
に
は
面
知
村
な
ど
村
落
す
ら
存
在
し
て
い
た
。
こ
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れ
ら
の
こ
と
は
通
度
寺
寺
領
の
場
合
に
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ

に
准
じ
て
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
天
一幅
八
年
に
界
里
審
使
順
英
な
ど
が
作
成
し
た
「
公
文
」
に

は
、
少
く
と
も
雲
門
寺
が
塔
置
し
た
長
生
標
の
方
位

・
位
置

・
塔
数

さ
ら
に
開
運
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
雲
門
山

静
院
長
生
標
塔
公
文
」
に
も
同
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
レ
ぅ
。

園
家
は
長
生
標
に
非
常
な
開
心
を
梯
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
公
文
を
作

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

成
し
、
そ
れ
を
郡
司
(
邑
吏
公
願
〉
に
永
く
保
管
し
た
。
そ
こ
で
注

意
さ
れ
る
の
は
、
先
に
省
略
し
た
『
三
園
遣
事
』
の
註
に
「
右
公

文
、
清
道
郡
都
田
帳
侍
准
」
と
あ
る
こ
と
で
、
公
文
と
は
「
都
田

帳
」
と
同
等
の
、
あ
る
い
は
そ
の
基
礎
資
料
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
園
家
は
寺
領
四
境
に
塔
置
さ
れ
た
長
生
擦
に
深
い
閥
心
を
寄

せ
、
そ
れ
を
通
じ
て
寺
領
内
の
田
沓
を
都
田
帳
即
ち
土
地
蓋
帳
に
登

記
し
、
そ
の
把
握
に
務
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情

も
、
通
度
寺
寺
領
内
の
田
沓
の
場
合
で
も
充
分
あ
り
う
る
こ
と
で
あ

る
。
も
し
果
し
て
そ
う
な
ら
ば
、
通
度
寺
の
寺
領
支
配
は
排
他
的
濁

占
的
な
も
の
で
は
な
く
、
園
家
の
支
配

・
統
制
を
排
す
る
よ
う
な
形

態
の
寺
領
支
配
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

」
の
直
干
や
茶
所
民
に
封
す
る
通
度
寺
の
支
配
と
は
別
に
、

寺
領

内
で
成
立
し
て
い
た
筈
の
基
本
的
な
生
産
関
係
に
つ
い
て
は
な
お
さ

ま
ざ
ま
に
想
定
で
き
よ
う
。

し
か
し
本
文
資
料
に
卸
し
て
考
え
る
限

り
、
以
上
に
指
摘
し
た
以
外
の
こ
と
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
か
ろ

ぅ。

本
文
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
基
本
的
問
題
を
明
ら

か
つ
第
働
地
代
段
階
の
封
建
農
奴
や
封
建
的
土
地
所
有
の

か
に
し
、

存
在
な
と
を
桟
系
的
に
論
読
す
る
に
耐
え
う
る
よ
う
な
篠
件
を
依
い

て
い
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、
本
稿
で
述
べ
た
寺
領
支
配

も
お
の
ず
か
ら
断
片
的
に
燭
れ
え
た
に
す
ぎ
な
レ
と
い
え
る
。
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、

」
こ
に
あ
え
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
の
は
、
他
で

∞∞ 

は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
事
質
を
こ
の
資
料
に
よ

っ
て

少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

通
度
寺
の
寺
領
支
配
は
園
家
の
統
制
・
保
護
を
受
け
な
が
ら
貫
現

し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
支
配
は
維
持

・
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
後

件
の
も
と
で
、
通
度
寺
は
長
生
標
で
園
ん
だ
慶
大
な
寺
領
を
も
ち

そ
の
寺
領
内
の
直
干
や
茶
所
民
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

① 註

稲
葉
岩
吉
「
寺
院
経
済
資
料
と
長
生
標
」
(
「
東
亜
経
務
研
究
」
十
五

l
一
・
二
、
一
九
=
二

年
四
月
、

原
誠
〉
、
お
よ
び
「
長
生
標
及
び
長

生
庫
補
考
」
(
「
東
亜
経
済
研
究
」
十
五
|
四
、
一
九
=
二
年
十
月
、
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② 

原
載
)
。
雨
論
文
は
後
に
「
長
生
標
及
び
長
生
態
」
「
長
生
擦
及
び
長

生
庫
補
考
」
と
題
し
、
若
干
の
改
訂
を
加
え
て
『
稗
椋
』
(
一
九
三
六

年
)
に
牧
め
ら
れ
た
。

孫
膏
泰
「
長
生
標
」
(
『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
議
』

一
九
三

三
年、

所
牧
)
。

秋
葉
隆
『
朝
鮮
民
俗
誌
』
(
一
九
五
四
年
七
月
、

一
四
七

J

一
五
四

頁
)
。

出
住
吉
成
「

一
三
二
八
年
通
度
寺
の
幾
荘
経
営
形
態
」
(
「
歴
史
科
翠
」

一
九
六
一
年
四
鋭
、
朝
鮮
文
)
。

『
今
西
博
士
蒐
集
朝
鮮
閥
係
文
献
目
録
』
に

「
湿
度
寺
舎
利
裟
袈
事
蹟

略

録

不

分

各

大

正

今

西

氏

紗
L

と
あ
る
。

今
西
文
庫
所
旗
本
は
今
西
龍
氏
ほ
か
一
名
が
原
本
か
ら
糊
潟
し
た
も
の

と
い
い
、
-
き
わ
め
て
正
確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
な
お
今
西
文
庫
本

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
西
春
秋
先
生
は
じ
め
、
末
松
保
和

・
旗
回
鋭

先
生
の
御
意
力
を
い
た
だ
い
た
。

も
し
本
書
の
書
名
が
『
湿
度
寺
事
蹟
略
鍛
』
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
指
然

『
通
度
寺
事
蹟
』

と
で
も
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

事
賞
、
本
書
〈
駿
〉
に
「
遁
度
寺
事
蹟
」

が
み
え
、
さ
ら
に
『
朝
鮮
総

督
府
古
聞
書
目
録
』
(
一
九
二
一
年
)
に
「
通
皮
寺
事
蹟
一
徐
海

曇
者
印
」
と
あ
り
、
前
関
恭
作

『
古
鮮
明
川
譜
』
(
第
三
川
)
も
こ
れ
に

従

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
の
と
乙
ろ

『
通
度
寺
事
蹟
』
相
互
の
異
岡
、

お
よ
び
そ
れ
と
『
温
度
寺
事
蹟
略
録
』
と
の
閥
係
は
不
明
で
あ
る
。

〈
西
天
指
空
和
倫
矯
舎
利
袈
裟
戒
壇
法
曾
記
〉
に
「
泰
定
丙
寅
春
、
始

至
京
城
、
時
人
調
之
逮
腰
掛
ホ
也
。
上
自
公
僕
、
乃
至
庶
民
、
莫
不
欣
躍

、
競
先
勝
穂
、
聞
説
戒
法
、
皆
褒
正
信
、
選
断
燕
陸
、
師
以
参
見
本
師

③ ① ① ① ⑦ ③ 
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袈
裟
舎
利
、
今
年
仲
春
、
拍
身
登
塗
、
飛
錫
下
南
」
と
あ
る
が
、
こ
の

「
今
年
仲
春
」
と
は
「
泰
定
五
年
戊
辰
二
月
」
を
指
す
。
な
お
指
空
和

何
の
足
跡
は

『
高
麗
史
』
袋
三
五
忠
粛
王
十
五
〈
一
三
二
八
)
年
七
月

庚
寅
僚
に
も
み
え
る
。

「
何
ら
か
の
資
料
」
と
は
、
本
文
に
も
み
え
る
『
本
侍
』
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
乙
の

『
本
侍
』
と
は
『
慈
鶏
本
体
』
を
指
す
よ
う
で
、

〈
袈
裟
稀
奇
〉
に
そ
れ
が
み
え
る
。
但
し
現
存

『
慈
殖
侍
』

に
は
本
文

に
合
致
す
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
。

〈
寺
之
四
方
山
川
神
補
〉
以
外
に
も
、

〈
通
度
寺
舎
利
袈
裟
事
蹟
略

録

V
K
「
座
石
今
猶
存
」
「
今
通
度
寺
也
」
、

〈
袈
裟
稀
奇
〉
に
「
至

今
猶
谷
清
」
、
〈
西
天
指
空
和
由
同
局
舎
利
袈
裟
戒
撞
法
曾
記
〉
に
「
今

年
仲
春
」
な
ど
、
乙
れ
と
同
じ
用
字
法
が
あ
る
。

「
或
る
文
書
」
と
は
、
本
文
に
も
み
え
る
『
文
籍
』
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

稲
葉
岩
士
口

『
稼
椋
』
〈
前
掲
、
八
二

J
八
三
頁
)
。
長
生
標
数
に
つ
い
て

「
省
の
川
机
川
二
」
と
す
る
の
は
誤
解
で
あ
る
こ
と
‘

A
か
ら
「
冬
乙

山
長
生
標

一
」
の
み
を
採

っ
て
他
を
捨
て
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
な
お
十

一
塔
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
な
ど
の
鈷
で
従
え
な
い
。

忠
臣
士
口
成
「
一
三
二
八
年
通
度
寺
の
由
民
荘
経
営
形
態
」
(
前
掲
、
二
四
頁
)
C

長
生
標
に
つ
い
て
黒
石
峰
・
沙
川
布
川
峰
の
塔
数
に
誤
解
が
あ
る
ζ

と、

B
か
ら

「
大
鎖
幌

一」

の
み
を
採

っ
て
他
を
捨
た
こ
と
、
そ
れ
で

も
十
浴
に
す
ま
な
い
乙
と
な
ど
の
鈷
で
従
え
な
い
。

本
書
を
構
成
す
る
各
節
は
ほ
ぼ
年
代
順
に
排
列
さ
れ
て
お
り
、

〈
寺
之

四
方
山
川
稗
補
〉
は
〈
袈
裟
稀
奇
〉

(
高
鹿

・
光
宗
朝
)
と
〈
西
天
指

空
和
尚
阿
倍
刷
会
利
袈
裟
戒
壇
法
曾
記
〉

(
忠
粛
王
十
四
J
五
年
)
の
聞
に

-89一
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入
っ
て
い
る
。

『
太
宗
貫
録
』
谷
九

・
五
(
一
四

O
五
)
年
三
月
笑
亥
仲
間
に
「
(
司
態

府
)
叉
言
、
今
背
中
陰
竹
園
幾
所
、
其
稽
干
俊
夫
等
、
並
出
回
分
廃
船
軍
及

漢
城
錬
瓦
冊
中
、
豪
強
之
輩
、
宇
占
其
田
、
並
取
干
等
所
耕
之
田
、
其
家

舎
亦
傍
奪
占
、
干
等
失
業
、
完
抑
英
伸
、
願
、
遺
行
牽
殴
察
、
在
前
段

所
舘
合
、
鹿
陰
竹
田
脚
、
其
公
回
、
分
給
無
所
耕
船
箪
及
級
難
之
人
等
、

干
等
被
奪
家
会

・
田
地
、
並
令
還
給
、
嫁
占
公
団
奥
民
字
利
者
、
一

一

縫
胸
、
申
聞
論
界
。
従
之
。
」
と
あ
る
。

旗
田
鋭
「
高
麗
時
代
の
王
室
の
荘
園

l
荘

・
成

l
」
(
「
歴
史
察
研

究
」
二
四
六
、
一
九
六

O
年
十
月
)
。

『
高
麗
史
』
に
は
虎
干
の
用
例
を
除
い
て
同
史
容
八
一
兵
志

一・

辛
繭

ニ

(一

三
七
六
〉
年
七
月
僚
に
み
え
る
「
世
間
」

(ZE
千
と
音
通
)

の
み
で
あ
る
が
、
『
李
朝
貫
録
』
に
は
多
く
指
摘
で
き
る
。
試
み
に
太

組
J
位
宗
(
一
三
九
二

J
一
四
五

O
年
)
各
朝
貫
録
か
ら
管
見
に
入
っ

た
例
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
種
類
の
某
干
が
あ
る
。
年
次
は
初
見

年
代
。
撫
平
(
定
宗
元
年
)
鍛
所
干
(
太
宗
四
年
)
水
姑
平
(
太
宗
四

年
)
貢
胸
躍
干
(
太
宗
十
四
年
)
進
上
生
腐
干
(
太
宗
十
七
年〉

蘇
油
平
(
太
宗
十
七
年
)
守
護
千
(
世
宗
卸
位
年
〉
蜂
火
干

(
世
宗
元
年
)
牧
子
干
(
世
宗
元
年
)
進
上
生
鮮
干
(
世
宗
三

年
)
庭
僚
子
(
世
宗
六
年
)
毛
物
干
(
世
宗
八
年
)
鍛
干

(
世
宗
十
年
)
州
国
鱗
干
(
世
宗
十
四
年
)
生
鮮
干
(
世
宗
二
三

年
)
庭
姐
干
(
世
宗
二
四
年
)
宗
廟
干
(
世
宗
二
七

年

〉

迎

略
亭
干
(
世
宗
二
七
年
〉

李
朝

・
太
租
三
(
一
三
九
五
V

年
編
『
大
明
律
直
解
』
谷
十
七

κは
明
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律
の
「
佃
客
」
を
「
慮
干
」
と
棟
割
押
し
て
お
り
、
李
朝
『
容
宗
貫
録
』

谷
六

・
元

(
一
四
六
九
)
年
六
月
辛
巳
係
の
工
商
国
制
門
書
梁
誠
之
上
警
に

み
え
る
「
廃
干
」
も
公
租
の
負
熔
者
に
す
ぎ
な
い
。
『
東
関
興
地
時
脚
質
』

谷
七
騒
州
牧
〔
古
跡
〕
登
紳
荘
の
割
註
に
「
叉
有
稽
魔
者
、

叉
有
稽
荘

者
、
分
綾
子
各
宮
殿
・
寺
院
及
内
荘
宅
、
以
輪
其
税
」
と
あ
り
、
乙
の

場
合
も
現
物
形
態
の
「
税
」
を
検
納
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

『
高
麗
史
』

で
は
さ
し
首
っ
て
「
諮
一
脚
廟
直
、
一
柳
堂
築
浦
菌
、
時
柏
客

菌
、
九
醐
咽
堂
直
、
諸
牧
監
菌
、
諮
檀
菌
、
宮
直
、
殿
直
、
陵
直
、
長
源

亭
菌
、
順
天
館
菌
、
諸
国
県
殿
直
」
(
谷
八
十
食
貨
三
機
俸

・
機
務
官
稼

・
文
宗
三
十
年
脳
陣
)
、
「
六
銘
直
、
諸
牧
監
直
、
安
居
宅
直
、

景
昌
院

直
、
繭
昌
院
直
、
蔦
齢
殿
直
、
諸
陵
直
」
(
同

・
仁
宗
朝
傑
)
、

「
諸

佼
直
、
諸
民
殿
直
、
諸
館
直
、
諮
痕
直
、
諮
紳
腐
直
、
諮
牧
昨
皿
直
、
諸

客
直
、
諮
亭
菌
、
諸
院
直
、
館
直
」
(
谷
七
八
食
貨

一
回
制
)
参
照
。

『
李
朝
貫
録
』
で
は
「
枇
稜
壇
直
、
東
西
申
告
直
、
牧
監
直
、
陵
直
」
(
太

組
元
年
)
、
「
殿
直
」
(
太
宗
十
年
)
、
「
山
富
」
(
世
宗
元
年
)
、

「
客
舎
艇
直
」
(
世
宗
二
年
)
、
「
房
直
L

(

世
宗
五
年
〉
、
「
倉
庫

直
」
(
世
宗一
十
四
年
〉
、
「
院
直
、
館
直
」
(
世
宗
二
四
年
)
、
「
闘

廊
直
、
奉
常
寺
祭
壇
直
」
(
世
宗
二
七
年
)
な
ど
が
散
見
で
き
、
枚
祭

に
暇
が
な
い
。

稲
葉
岩
吉
『
稼
椋
』
(
前
掲
、
九
一
頁
)
。

開
野
貞
『
斡
国
建
築
調
査
報
告
』
(
東
京
帝
劇
大
翠
工
科
大
祭
翠
術
報

告
、
第
六
腕
、
一
九

O
四
年
)
に
よ
る
と
、
賞
時
温
度
寺
の
僧
侶
数
は

七
l
八
百
人
に
達
し
て
い
た
と
い
う
。

山
住
吉
成
「

一
三
二
八
年
通
皮
寺
の
幾
荘
経
営
形
態
」

頁
)
。
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旗
田
郷
「
高
麗
時
代
の
賎
民
制
度

多部
曲
。
に
つ
い
て
」
(
『
和
田
博

士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
所
牧
、
一
九
五
一
年
〉
、
金
施
徳
「
郷

・

所
・
部
曲
孜
」
(
『
庸
第
白
祭
溶
縛
士
還
申
記
念
園
祭
論
議
』

所
枚
、

一
九
五
五
年
)
、
旗
田
郷
「
高
麗
時
代
の
王
室
の
荘
園
|
荘
・
廃

l
」

(
前
燭
)
、
林
建
相

「
わ
が
閣
の
部
曲
制
の
存
在
時
期
に
つ
い
て
」

(「
歴
史
科
謬
」
一
九
六
一

年
三
鋭
、

朝
鮮
文
)
等
を
参
照
。
〔
補
〕
林

建
相
『
朝
鮮
の
部
曲
制
に
閥
す
る
研
究
』
(
一
九
六
三
年
、
朝
鮮
文
)

註
⑧
所
掲
諮
論
著
の
ほ
か
、
村
上
四
男
「
高
麗
時
代
の
所
に
つ
い
て
」

(「
和
歌
山
大
曲
学
皐
襲
撃
部
紀
要
(
人
文
科
皐
七
)
」
所
枚
、
一
九
五
七

年
三
月
)
参
照
。

稲
葉
岩
吉
「
朝
鮮
の
寺
院
茶
」
(
「
建
築
協
曾
雑
誌
」

一
九
コ
二
年
八

月
)
。
な
お

『
世
宗
貫
録
』

倉

一
五

O
慶
何
道
密
陽
都
護
府
出
聞
の
「
厳

光
寺
」
に
「
有
雀
舌
茶
」
と
註
記
し
て
あ
り
、
乙
の
ヰ寸
も
雀
舌
茶
(
煎

茶
)
産
地
と
し
て
著
名
で
あ
っ

た
ら
し
い
。

乙
れ
ら
諮
地
志
に
記
録
さ
れ
た
「
姓
氏
」
の
取
り
扱
い
方
、
お
よ
び
そ

れ
が
示
す
質
態
に
つ
い
て
、
き
し
笛
り
、
細
稿
「
湾
兜
寺
五
層
石
塔
造

成
形
止
記
の
研
究

ω
i高
麗
顛
宗
朝
に
お
け
る
若
木
郡
の
構
造
」
(
「
朝

鮮
謬
報
」
二
五
、

一
九
六
二
年

一
O
月
〉
、
拙
稿
「
高
麗
時
代
の
百

姓
」
(
「
朝
鮮
翠
報
」

二
八
、
一
九
六
三
年
七
月
)
参
照
。

『
新
増
東
関
興
地
勝
覧
』
谷
三
七
長
興
都
護
府
の

〔土
産
〕
竹
箭
嫌
に

「
出
府
東
了
火
笠
及
府
内
南
山
」
と
あ
る
。

『
朝
鮮
金
石
総
質

上

』
に
は
な
お
〈
密
陽
武
安
里
闘
長
生
石
標
〉
と

題
し
、
「
口
闘
長
生
一
俗
一
段
寺
」

口
乙
丑
五
月
日
牒
前
」
口
是
於
鴛
了

等
以
立
」

口
乙
丑
十
二
月
日
」
と
い
う
碑
文
を
牧
め
て
い
る
。
と
乙
ろ

が
稲
葉
岩
吉
『
稗
椋
』
(
前
掲
、
八
三
頁
お
よ
び
圃
版
一
四
〉
は
蔚
山
郡

@ @ @ @ ⑧ 

⑫ 

象
川
里
に
お
い
て
新
ら
し
く
夜
見
し
た
と
い
う
「
通
度
寺
閤
長
生
標
」

に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
少
く
と
も
三
塔
の
石
碑
長
生
僚
が

後
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
奇
妙
な
と
と
に
密
陽
闘
長
生
標
碑
と
蔚

山
闘
長
生
岡
町
碑
と
も
上
身
を
絞
き
、
残
存
す
る
下
身
の
碑
文
が

一
致
す

る
。
登
見
場
所
が
奥
る
の
で
、
あ
る
い
は
偶
然
の
一
致
か
も
し
れ
な
い

が
、
ま
た
雨
碑
が
同
一
碑
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
生
じ
う
る
。
な
お

こ
れ
ら
石
碑
は
す
べ
て
の
黙
か
ら
み
て
、
通
度
寺
の
石
碑
長
生
標
で
あ

る
こ
と
に
誤
り
な
い
と
思
う
。

前
間
恭
作
氏
に
よ
る
と
、

ζ

の
「
見
」
字
は
「
克
L

字
の
誤
識
で
、
ま

た
「
貌
」
の
略
字
で
あ
る
と
い
う
。
孫
膏
泰
「
長
生
標
」
(
前
掲
、
六

一
四
j
六
一
五
一員
〉
。

碑
文
の
圃柿
甜
績
は
、
孫
畜
泰
「
長
生
綴
」

(
前
但
問
、
五
九
四

J
五
九
五

頁
)
所
牧
の
前
間
恭
作
氏
書
翰
に
よ
る
と
「
通
度
寺
孫
白
川
関
長
生

一

坐
の
儀
は
寺
所
報
何
番
戸
部
乙
酉
五
月
日
牒
前
制
州
通
り
改
立
食
さ
し
む

べ
く
申
越
さ
れ
た
る
に
依
り
立
つ

」
と
し
、
稲
葉
岩
士
口
『
稗
椋
』
(
前

掲
、
七
七
頁
)
の
意
誇
で
は
「
通
度
寺
の
孫
の
川
の
園
長
生
標

一
坐

は
、
寺
の
所
報
に
し
て
、
山
間
書
戸
部
の
乙
酉
五
月
日
隙
の
剣
の
如
く
に

改
立
せ
よ
と
あ
る
か
ら
、
標
を
立
て
た
」
と
し
て
い
る
。

「
笑
酉
」
は
「
葵
卯
」
の
誤
り
。
天
一一渦
八
年
お
よ
び
そ
の
註
「
太
租
削
即

位
第
二
十
六
年
也
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

(
一
九
六
三
・
十
二
・
十
三
、
六
六
・
四
・
二

O
補
)
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